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植物の観察やアクティビティ活動中の記録保存など上記の事
例以外にも機器のプロンプトを変えることで活用可能なケース
は多岐にわたる 
 
 
。 

株式会社システムクリエーターズの皆様には開発にあたっ
てご指導ご支援をいただきました。この場を借りて御礼申し
上げます。
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Ex：赤ちゃんの撮り逃し防止  

対象判定部 

まとめ・展望 

ある調査では情報過多の現状から 
約75％が判断を間違えると回答*1  

AIの活用によって写真の取捨選択と種類ごとの整理を 
自動化 → データ量・作業量の削減、意思決定の簡略化 

撮影 

開始 対象物判定  

ラベル付け  

へ保存 + Webサイトに表示  

画像撮影（定期）  

　対象物判定  

Past Shot :写真撮影から整理まで半自動的に行うシステム  

開始ChatGPT を活用して 対象物 を 
判定・それ以外を削除し以後の処理の 負
担やデバイスの容量 を削減する  

ラベル付け部へ  

ラベル付け部  

画像データ  

ある調査によると、子育ての忙しさから約7割の親が自分の子供
の写真を撮り逃している*3 
Past Shotで解決可能なのでは？ 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保存・表示部へ  

仮説 

保存・表示部 

検証 

画像(option1)  

撮影する対象者:子供 
表情を検出し簡単な笑顔や泣き顔などのラベル設定
で機能性と精度を検証する 
 

保存

ラベルの選択  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表示 

結果 

CLIPを活用し、撮影した画像を事
前に設定した ラベル の中で最も合
うものと紐付ける  

Dropbox を用いてラベル付けし
た画像を保存、それをWebサイト
上に送り、判定したラベルごとに
表示させる  

　RaspberryPi内  

CLIP:事前学習なしでテキストと画像
間において高い精度での視覚的な判
定が可能なモデル 

判定・表示は正常動作したが課題として1
判定に約30秒必要であり、連続判定で処
理が詰まることが確認された 
 

R6 インターネット の 
利用率(個人) 86.2% *2  

Raspberry Piバッテリ－
削
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←図3:利用する Iotデバイスの概要

↑図2:デバイスの動作フロー 1

Dropbox

図4:デバイスの動作フロー 2

図7:デバイスの動作フロー 3

Webサイト

↓図5:Dropbox上のラベル
　　毎画像フォルダ

図6:Webサイト表示例

ユーザー  

撮影条件を記入

ラベルへ  
組み込み  

・朝顔の花が開
いたとき

・部活で点が決
まったとき

・子供が遊んでい
るとき

ChatGPT→データ量の大幅な削減
　    CLIP→細かなラベルの設定と画像との紐づけを可能に
Dropbox→ラベルと紐付けられた画像の保存を可能に
これらを組み合わせ
汎用性の高い 「撮影・保存システム 」の開発に 成功

まとめ

展望

現在：ラベル付けに関してはCLIPで行っている
　　　→決まったラベルしか使用できない
展望：ラベル付けにもChatGPTを活用
　　　→写真に応じて個別のラベル付けが行える
　　　→ユーザーへの高度な嗜好理解・提案ができる

ユーザーの
撮りたい
瞬間を入力

システム概要 

option
2

自動で指定した瞬間 を撮影・整理できるシステムによって

写真の取捨選択 と種類ごとの 整理を自動化する 　　

図８実際のWebサイトの表示例  

不認識

認識

目的 

写真撮影や分類等のアルバム作成を 手動で 行わなければ

ならない⇒面倒くさく大変、よって 自動化 を目指したい

背景 

背景・目的  

Google photo等
⇒限られたキーワード でしか検索できない。 料金がかか　る
場合も
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検証:判定の正確性のチェック  
検証 

結果 

対象物の居場所の変化によるラベル付け判定精度の変化を距離 4
段階枚 明度3段階で各20枚撮影して検証した 

距離の25㎝～100㎝間 明度の22lux～236lux間のすべての条件化に
おいて9割以上正しいラベルがつけられていることが確認できた。 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